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「４ そとに出かけているときに大地震がおこったら」 

学習のねらい：１．場所ごとに、さまざまな危険が考えられることを認識する。 

２．状況ごとの適切な危険回避の方法を知る。 

３．避難時に注意すべきことを知る。 

（指導上のポイント） 

◆児童が危険と考えた理由について

も発表させる。 

◆絵に描かれている危険の他に、２

次災害として、土砂災害（地すべり、

土石流、がけ崩れ）、液状化などが考

えられるが、地域の実情に応じて指

導する。 

◆各自が外出時によく行く場所で、

どのような危険が発生するかを考え

させる。 

◆外出時に身を守る方法について指

導する。 

例）火災現場から離れる。 

倒壊したビルから離れる。 

◆津波のおそれのある場合や津波警

報が発表され浸水被害の危険がある

場合は高台へ、土砂災害等の危険が

ある場合はあらかじめ危険箇所を調

べておき、危険箇所から離れた場所

へ避難することを指導する。 

道路の陥没・崩壊、ビルの外壁看板の落下、商店の倒壊、 

火災発生、電車の脱線、橋の崩壊・破損、津波 など 

 

 

（次年度以降の展開例） 

・ 地域の地図を用意し、具体的な場所に

ついて、発生し得る危険と回避方法を

指導する。 

・ 遠方に出かけた時に、そこで地震が起

こったらどうするかを考えさせる。 

などが考えられる。 

【発展問題】 

○地震後、けがをしている人をみつけた時、周りの人にど

のような言葉で助けを求めますか。 

（回答例）助けてください。けがをしている人がいます。

救急車を呼んでください。など 
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（指導上のポイント） 

◆「津波が来そうなら、急いで高い所へ避難しよう」と

あるが、各市町に津波避難場所を確認するなど、地域の

実情に合わせて指導する。 

（指導上のポイント） 

◆地震発生時の初期対応として、「落ち

てこない・倒れてこない・移動してこ

ない」場所を見つけ出して、身を寄せ

ることを指導する。 

◆左記以外の各自がよく行く場所での

危険回避方法についても考えさせる。 

◆大雨が降っている等の悪天候の場合

や夜間における危険回避方法について

も指導する。 

雨の日であれば、レインコートを着る。 

夜間時であれば、懐中電灯を持つ。 

◆各回答の補足説明 

（左上）急ブレーキや脱線が考えられ

るので、手すりにつかまり身を守る。

車内アナウンスをよく聞く。外に飛び

出さない。 

（右上）割れたガラスや倒れてくる棚

などから離れる。従業員の指示に従う。 

（左下）建物の中にいる時や遊具に乗

っている時は、落ち着いて係員の指示

に従い、移動する。 

（右下）急いで海岸から離れ、近くの

津波避難ビルや高台に逃げ込む。 

◆身の回りにさまざまな防災施設や設

備があることを指導する。 

例）避難場所の看板、高度表示板、防

災倉庫、消防署、落石防止ネット、津

波避難ビル など 

 なお、防災マップづくりにつなげる

ことも考える。 

（確認） 

外出先にはさまざまな危険が

あることを知り、知り合いが

いない可能性が高い中で、ど

うすれば避難できるかを理解

できたか。 

・手すりにつかまる。 

 

・割れたガラスから離れる。 

 

関連学習：ワークシート③ 

「災害用伝言ダイヤル（１７１）のつかいかたをしろう」 

・遊具から離れる。 

 

・高い所へ逃げる。 
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